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連載企画—音の博物館—

クラヴィコード*
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クラヴィコードという楽器をご存じでしょうか？
14世紀頃に誕生し，16世紀から 18世紀にかけて
ヨーロッパで使用された鍵盤楽器です [1, 2]。その
後，人気は下火となりましたが，19世紀後半から
再び注目を集め，現在では，国内外で愛好されて
います。
独自の発音機構を有するクラヴィコードは，歴
史上の著名な作曲家にも高く評価されており，例
えば，エマヌエル・バッハは自著の中で次のよう
に記述しているとのことです [2]。「よいクラヴィ
コードは，音が弱いということを除いては，音の美
しさではフォルテピアノには劣らないし，ベーブ
ングやポルタートを付けることができる点でフォ
ルテピアノよりも優れている。」
クラヴィコードの音のでる仕組みを見てみましょ
う [3]。図–1は，国立音楽大学大津直規先生の指
導で復元された初期のクラヴィコードの鍵盤及び
弦の部分です。キーを押すと，キーの奥に設置さ
れたタンジェントと呼ばれる金属製の棒が上昇し，
図の左上から右下に張られた弦を叩きます。タン
ジェントの先端はマイナスドライバのような形状
となっており，弦の振動を引き起こすと共に，その
接触点が弦振動の節となります。クラヴィコード
においては，キーを押している間，タンジェント
が弦に接触しており，弦の振動が継続します。弦
の振動は駒を介して響板に伝わり，空気中の音と
なります。
ピアノ及びチェンバロでは，ハンマで叩く，あ
るいは，爪ではじく，といった違いはありますが，
どちらもハンマあるいは爪が，弦に接触した直後
に弦から離れます。その後，弦は，ベアリングあ
るいはアグラフと呼ばれる鍵盤側の固定点と駒と

∗ Clavichord.
∗∗ Isoharu Nishiguchi (Kanagawa Institute of Technol-

ogy, Atsugi, 243–0292)
e-mail: nishiguc@sd.kanagawa-it.ac.jp

図–1 クラヴィコードの鍵盤及び弦

の間で自由振動の状態になります。その後，キー
を解放した際にはダンパが弦に接触して音が止ま
るしくみです。
これに対して，クラヴィコードのタンジェント

は弦振動を引き起こすだけでなく，振動する弦長
を決める役割も果たしており，キーを押し下げて
いる間，弦との接触が持続します。キーを解放す
ると，弦は元の位置に戻り，図–1に見えるフェト
のリボンがダンパとして作用することにより音が
消えます。このため，発音及び消音の機構がピア
ノやチェンバロと比較してはるかに簡単です。
クラヴィコードは，国立音楽大学楽器学資料館

（http://www.gs.kunitachi.ac.jp/）等でも見るこ
とができます。
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